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レ'M む
今月のページ

67年度開港を目指す福島空港は、本年度政府予算に計上され、建設が
確実となりました。

それに伴い、県が運輸省に提出する空港設置許可申請の添信書類とし

て必要な同意書の取りまとめ作業が、地権者会の協力を得て先月中旬か

ら始まり、順調に進んでいます。

この収集作業は、中地区地権者会を皮きりに各地権者会ごとに行われ

ているもので、収集が完了次第、地権者会役員会を経て県に提出するこ

とになっています。

新しい村づくり
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村の行政改革大綱
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三
月
定
例
議
会
が
三
月
十
二
日
か

ら
十
八
日
に
わ
た
っ
て
関
か
れ
、
昭

和
六
十
一
年
度
の
当
初
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
十

五
億
五
千
二
百
八
十
五
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
六
・
=
%
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
D

予
算
は
村
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
予
算

の
し
く
み
や
使
い
み
ち
な
ど
そ
の
あ

ら
ま
し
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

歳
入
の
中
で
は
、
地
方
交
付
税
(
地

方
行
政
の
水
準
を
保
つ
た
め
、
国
か

ら
配
分
さ
れ
る
財
政
調
整
資
金
)
が

七
億
円
で
ト
ッ
プ
を
占
め
、
四
五
・

一
%
と
高
い
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
自
主
財
源
で
あ
る
村
税

は
三
億
一
千
二
十
九
万
円
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
前
年
度
当
初
予
算
と

比
べ
て
二
千
三
百
五
十
五
万
円
の
ア

ッ
プ
で
す
。

こ
の
二
つ
が
村
に
入
っ
て
く
る
大

き
な
財
源
で
、
そ
の
ほ
か
国
か
ら
の

補
助
金
で
あ
る
国
庫
支
出
金
、
村
債
、

県
支
出
金
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

|予備費他|

|議会費 151， 228 

10.244 

(単位千円)

019 

歳
出
で
は
、
農
用
地
の
基
盤
整
備

な
ど
農
業
振
興
の
た
め
の
農
林
水
産

業
費
が
ト
ッ
プ
で
二
億
六
千
九
百
六

十
二
万
円
。
こ
れ
は
全
体
の
十
七
・
四

%
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
役
場

の
維
持
管
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
総
務

費
が
二
億
五
千
五
百
万
円
、
道
路
の

整
備
や
土
地
改
良
事
業
の
土
木
費
に

は
二
億
四
千
八
十
七
万
円
が
計
上
さ

れ
、
教
育
費
、
公
債
費
、
民
生
費
、
衛
生

費
の
順
の
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
計
画
、
計
上
さ
れ
て
い

る
事
業
費
等
は
、
福
島
空
港
対
策
費

に

一

、

一

一

一

災

害

復

旧

円
/
ω
「ひワt
，
 

に
unu 
--A 
l
 

(単位万円)

一般会計当初予算の推移

(億)

費
に
一

O
三
、
三
六
千
円
な
ど
下

表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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健
療
で
住
み
よ
い

活
力
あ
る
村
づ
く
り
の
た
め
に

施

政

方

針

ー
村
振
興
計
画
の
策
定

当
面
す
る
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
村
の
未
来

像
を
想
定
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
実

現
手
段
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の

振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

2
行
政
改
革
の
推
進

ふ龍おお

増
大
、
多
様
化
す
る
行
財
政
需
要

11山山l“川i“削山11川t“川i“附削11問11川l

に
対
応
す
る
た
め
に
、
現
状
の
組
織

制
度
施
策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
効

率
的
な
行
政
の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

3
空
港
建
設
の
対
応

本
年
度
は
空
港
周
辺
を
含
む
都
市

計
画
区
域
を
設
定
す
る
た
め
の
計
臨

調
査
、
広
域
公
園
計
画
区
域
の
設
定

や
西
側
進
入
路
等
交
通
ア
ク
セ
ス
の

調
査
設
計
が
進
め
ら
れ
る
ほ
か
、
臨

空
港
型
県
営
玉
川
工
業
団
地
の
取
得

造
成
や
空
港
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い

て
県
の
補
助
事
業
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

取得造成される県営工業団地の予定地

玉
川
村
を
含
む
一
市
二
町
一
村
が

臨
空
港
開
発
ゾ

i
ン
と
し
て
設
定
さ

れ
、
臨
空
港
型
高
度
技
術
産
業
の
導

入
を
促
進
す
る
た
め
の
整
備
や
空
輸

関
連
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
都
市
型
農
業

な
ど
新
し
い
分
野
と
し
て
、
臨
空
港

型
産
業
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

5
土
地
利
用
の
促
進

都
市
計
画
区
域
の
設
定
に
つ
い
て

の
調
査
、
計
画
及
び
農
接
地
域
見
直

し
、
住
宅
用
地
の
造
成
、
県
営
工
業

団
地
の
取
得
造
成
に
着
手
い
た
し
ま

す
。
さ
ら
に
母
焔
等
土
地
改
良
事
業

の
推
進
や
道
路
、
河
川
、
排
水
等
の

改
良
事
業
も
行
わ
れ
ま
す
。

6
県
営
工
業
団
地
の

設
定
と
企
業
誘
致

空
港
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
等
と

関
連
し
て
、
県
に
要
請
し
て
お
り
ま

し
た
県
営
工
業
団
地
が
決
り
、
六
十

一
年
度
に
約
十
九
俗
、
三
億
七
千
万

円
の
予
算
を
計
上
し
、
取
得
造
成
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
第
一
段
階
と
し
て
土
地
取
得
の
た

め
の
地
権
者
折
衝
を
は
か
り
、
早
期

に
先
端
技
術
産
業
等
の
誘
致
定
着
を

進
め
た
い
考
え
で
す
。

ワ
水
道
水
源
の
謂
査
、
開
発

村
の
振
興
計
画
を
達
成
す
る
た
め

に
重
要
、
不
可
決
な
条
件
で
あ
る
水

の
確
保
と
供
給
を
得
る
た
め
、
試
揺

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
実
施
さ
れ
る
ほ

か
、
浄
化
施
設
、
配
水
池
の
増
設
、

改
良
を
図
っ
て
、
母
畑
ダ
ム
の
他
自

的
利
用
も
検
討
さ
れ
ま
す
。

8
そ
の
他

国
・
県
道
を
含
め
た
村
内
道
路
網

の
改
良
、
舗
装
の
促
進
、
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、
振
興
作
自

の
育
成
を
重
点
に
村
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
健
康
と
福
祉
の
充

実
、
教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

振
興
等
を
穣
種
的
に
取
り
入
れ
た
施

策
の
実
践
に
努
め
ま
す
。
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言十

国
民
健
康
保
険

医
療
費
の
効
率
化
、
適
正
化
と
国

保
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め

に
、
今
年
度
の
予
算
は
四
億
一
千
四

百
二
十
三
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
国
か
ら
補
助
金
と
し

て
助
成
さ
れ
る
国
庫
支
出
金
の
補
助

率
が
改
定
さ
れ
、
前
年
度
に
比
べ
て

三
千
二
百
九
十
三
万
円
の
大
幅
な
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
D

一
方
、
自
主

財
源
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
税
は
、

前
年
度
よ
り
三
千
四
百
五
十
七
万
円

ほ
ど
多
い
、
二
億
三
百
十
四
万
円
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
を
国
で

示
し
た
積
算
方
法
に
基
づ
い
た
計
算

に
よ
っ
て
三
億
六
十
万
円
を
見
積
り
、

全
体
の
七
二
・
六
%
に
な
っ
て
い
ま

す。

1111111111111111111111161.4.1'11川

歳 出 (単位千円)

保険給付費 300，602

老人保健拠出金 72， 766 

総務費 23，474

予備費 9，019

共同事業拠出金 4，034 

基金積立金他 4， 337 

歳出合計 414，232

感
域

易
水
道
事
業

昭
和
六
十
一
年
度
広
域
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
は
五
千
八
百
六
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
六
・
九
%
の
伸

び
と
な
り
ま
し
た
。

A
7
年
度
も
水
源

調
査
と
し
て
、
引
き
続
き
試
掘
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
配

水
管
の
拡
張
や
仕
切
弁
の
設
置
な
ど

の
工
事
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一般会計

補助金

6. 900 

建設改良費

17.637 

企業債償還金

3.307 

営業費用 53，413

営業外費用 4，532 

営業収益45，935

営業外収益12，120

特別損益10 特別利益

老人保険
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社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡

素
に
し
て
効
率
的
な
村
政
の
実
現
を

図
る
た
め
、
自
治
省
の
地
方
行
政
改

革
推
進
の
方
針
に
よ
っ
て
、
村
で
も

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
二
十
七
日
、
玉
川
村

行
政
改
革
推
進
委
員
会
(
矢
吹
政
治

郎
会
長
・
委
員
十
人
)
か
ら
、組
織
、

機
構
の
簡
素
、
合
理
化
な
ど
を
内
容

と
す
る
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
、
そ
れ

を
も
と
に
、
村
長
を
本
部
長
と
す
る

村
行
政
改
革
推
進
本
部
で
は
慎
重
な

検
討
を
加
え
、
こ
の
ほ
ど
「
玉
川
村
行

政
改
革
大
綱
し
が
次
の
と
お
り
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
大
綱
は
、
昭
和
六
十
二
年
度

ま
で
の
三
カ
年
を
目
標
と
し
、
皐
期

に
実
行
で
き
る
も
の
と
、
長
期
計
画

が
必
要
な
も
の
と
に
大
別
し
、
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

効
率
的
な
村
政
に
向
け
て

当
面
の
措
置
事
項

A
V
事
務
事
業
の

見

直

し

事
務
事
業
の
見
直
し
は
、
行
政
の

合
理
的
な
運
営
と
事
務
処
理
の
能
率

化
を
図
り
な
が
ら
、
村
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
行
政
を
積
極
的
に
推
進
し
、
新

危
な
観
点
か
ら
見
直
し
を
行
う
も
の

と
し
て
次
の
よ
う
な
事
項
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
助
産
部
門

の
廃
止

②
道
路
補
修
員
に
よ
る
道
路
補
修
事

業
の
廃
止

③
保
育
料
及
び
幼
稚
園
授
業
料
の
改

定④
体
育
館
な
ど
公
共
施
設
の
使
用
料

改
定
⑤
納
税
奨
励
金
の
引
き
下
げ

⑥
村
独
自
で
行
っ
て
い
る
各
種
補
助

金
の
廃
止

A
V
組
織
・
機
構
の

簡
素
合
理
化

①
各
職
場
の
事
務
量
を
点
検
し
、
所

掌
事
務
を
見
直
し
て
適
正
な
職
員
の

配
置
替
え
を
行
う
。

②
行
政
区
の
未
加
入
地
区
に
つ
い
て
、

行
政
区
の
新
設
、
編
入
等
の
指
導
を

行
う
。

A
V
給
与
の
適
正
化

当②き①
の白下税
廃動げ務
止車職
運員
車去 の
手特
等殊
の勤
特務
殊手
勤当
務の
手引

⑪
定
員
管
理
の

適

正

化

定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
現

在
の
村
職
員
定
数
九
十
五
人
を
三
%

削
減
す
る
。

A
V
民
間
委
託
、

O
A
化
等

事
務
改
革
の
推
進

適
切
な
管
理
監
督
の
も
と
に
、
民

間
委
託
の
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は

行
う
も
の
と
し
、
水
道
メ
ー
タ
ー
検

針
、
電
話
交
換
業
務
、
道
路
補
修
業

務
、
宿
直
業
務
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
事
務
改
革
で
は
、

O
A
機

器
及
び
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
事
務
処
理
の
効
率
化
、
近
代
化

に
努
め
る
も
の
で
す
。
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ま
た
達
成
の
た
め
に
は
、
次
の
よ

う
な
事
業
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
0

・
区
民
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
の

事
業

-
村
民
と
し
て
の
個
人
の
修
養
に
関

す
る
事
業

-
郷
土
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

・
郷
土
文
化
向
上
に
関
す
る
事
業

-
生
活
改
善
に
関
す
る
事
業

-
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
業

現
在
各
区
の
区
長
さ
ん
が
中
心
と

な
り
、
管
理
、
運
営
の
任
に
あ
た
ら
れ

て
い
る
こ
と
本
当
に
お
世
話
様
で
す
。

今
後
と
も
に
自
治
公
民
館
と
し
て

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
公
民
館

と
協
力
し
合
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
、
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

夜
の
地
区
公
民
館
を
た
ず
ね
て

社

教

主

事

落

克

美A 
CJ 

一
月
三
十
一
日
、
須
釜
婦
人
の
集

い
(
須
釜
公
民
館
)

一
一
月
十
四
日
、
蒜
生
婦
人
支
部
会

(
蒜
生
公
民
館
)

三
月
十
八
日
、
山
小
屋
地
区
の
集

い
(
山
小
屋
公
民
館
)

一
月
、
二
月
二
二
月
と
各
区
の
婦
人

会
支
部
長
さ
ん
の
お
招
き
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
集
会
に
わ
伺
い
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
夜
七
時
近
く
か
ら
の
開

会
で
し
た
が
、
参
加
者
十
五

l
六
名

で
、
レ
ク
・
ダ
ン
ス
と
映
画
そ
し
て

日
本
の
名
詩
の
資
料
を
持
参
し
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
さ
せ
て
い
た
だ

体
育

き
ま
し
た
。

山
小
屋
地
区
で
は
、
男
性
の
参
加

も
あ
り
、
レ
ク
・
ダ
ン
ス
だ
け
で
時

間
切
れ
に
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
と
し
て
は
、
各
地
区
公
民

館
と
つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
、
活

動
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
条
件
が
ゆ
る
せ
ば
、

こ
の
よ
う
な
要
請
に
は
応
え
て
い
き

た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
地
区
公
民
館
の
果
た
す
べ
き

役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

目
的
は
地
域
住
民
の
生
活
の
向
上

を
図
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ノ尾

玄泳
三:l.

体
育
指
導
委
員
会
が
三
月
十
四
日
、

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
午
後
六
時
三

十
分
か
ら
開
催
さ
れ
、
六
十
年
度
の

事
業
報
告
の
あ
と
、
六
十
一
年
度
の

事
業
に
つ
い
て
協
議
し
、
記
念
す
べ

き
二
十
回
村
民
登
山
は
尾
瀬
ケ
原
に

決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

壮
年
、
実
年
層
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
普
及
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
口

な
お
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
予
定

さ
れ
る
社
会
体
育
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
口

ふおま鍋3
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教
育
委
員
会
に
文
部
大
臣
賞

カ
ラ
オ
ケ
に
人
気
集
中
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教
育
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
六

十
年
度
の
地
方
教
育
費
、
地
方
教
育

行
政
の
調
査
、
内
容
が
適
正
で
優
れ

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
文
部
大

臣
表
彰
を
受
け
、
そ
の
伝
達
式
が
、

去
る
三
月
七
日
、
県
中
教
育
事
務
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
村
教
委
が
学
校
、

社
会
教
育
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
支
出

し
た
か
、
い
か
に
効
果
的
に
使
わ
れ

た
の
か
を
調
べ
る
も
の
で
、
そ
の
報

告
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と

し
て
評
価
を
得
た
も
の
で
す
。

村民
グラウンド

婦
人
カ
ラ
オ
ケ
教
室
が
、
二
月
二

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
ブ
ー

ム
も
手
伝
っ
て
か
、
九
十
人
近
い
参

加
者
が
集
ま
り
、
二
一
時
間
に
わ
た
っ

て
熱
心
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

講
師
は
塙
町
に
お
住
い
で
現
在
も

活
躍
中
の
森
令
子
先
生
。
学
習
曲
は

「
春
待
ち
便
り
」
な
ど
三
曲
で
、
プ

ロ
直
直
の
指
導
に
、
参
加
者
は
時
間

が
経
つ
の
も
忘
れ
て
練
習
に
精
を
出

し
て
い
ま
し
た
。

宿泊倒勾昌司号号冠

石川地方婦人スポーツ祭

第16田村民
ソフトボーノレ大会

第21田村民
家庭バレーボール失会

第15回少年球技大会

(小学生)

第13回役職員親善

ソフトボーノレ大会
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村
で
初
め
て
の
指
定

111川川(ブ)1川

つ

四
月
か
ら
入
る
幼
稚
園
で
お
母
さ

ん
と
こ
ど
も
が
面
接
を
受
け
ま
し
た
。

関
長
「
い
ま
ど
こ
か
よ
そ
の
幼
稚

園
へ
通
っ
て
い
ま
す
か
」

こ
の
子
は
二
年
保
育
の
組
へ
入
る

の
で
す
が
、
ほ
か
の
園
で
三
年
保
育

そ

六
十
年
度
の
県
指
定
文
化
財
に
首

藤
家
所
蔵
石
川
文
書
(
中
字
向
・
首

藤
忠
行
氏
所
有
)
が
新
指
定
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
古
文
書
は
、
石
川
地
方
を
治

め
て
い
た
石
川
大
寺
氏
に
南
奥
州
の

大
名
諸
家
(
会
津
産
名
、
岩
瀬
二
階

堂
・
岩
城
・
伊
達
・
田
村
各
氏
)
が

出
し
た
文
書
・
一
二
十
四
通
。
な
か
で

も
、
永
享
六
年
(
一
四
三
四
年
)
産

名
盛
政
譲
状
(
写
真
)
は
、
室
町
期

E

ぎ
か
け
ノ
⑪

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授

間

属

幼

稚

園

園

長

外

山

滋

比

古

つ

教

育

き

に
い
る
の
に
、
別
の
と
こ
ろ
へ
移
ら
せ

た
い
と
考
え
る
お
母
さ
ん
が
少
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
質
問
を
さ

れ
た
の
で
す
。

「
い
い
え
、
ど
こ
へ
も
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
」

eめ
1
b
b
-

産
名
氏
の
所
領
状
況
を
示
す
貴
重
な

史
料
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
朗
報
に
首
藤
さ
ん
は
、
「
指

定
が
決
定
さ
れ
た
と
聞
い
て
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
貴
重
な
史
料
だ
と

し
て
も
、
世
に
出
て
解
明
さ
れ
な
け

れ
ば
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ

で
少
し
は
肩
の
荷
が
お
り
た
と
い
う

感
じ
で
す
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
保
管

が
心
配
に
な
り
ま
す
」
と
感
想
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
が
き
っ
ぱ
り
言
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
お
と
な
し
く
し
て
い
た
こ
ど

も
が
、「
ポ
ク
、

O
O幼
稚
園
へ
行
っ
て
る

ヨ
」
と
大
声
で
さ
け
び
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
の
顔
色
が
さ
つ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

園
長
さ
ん
は
母
子
を
ま
と
も
に
見
て
い

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

よ
そ
の
幼
稚
園
へ
行
っ
て
い
る
か
、

と
き
か
れ
た
ら
、
行
っ
て
い
ま
せ
ん
よ

と
き
う
ん
で
す
よ
。
う
ち
で
よ
く
き
か

さ
れ
て
き
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
途

中
で
転
圏
し
な
い
方
が
新
し
い
幼
稚
園

に
も
喜
ば
れ
る
と
い
う
う
わ
さ
が
あ
る

か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
ど
も
は
無
邪
気
で
大
人

意
見
発
表

消
防
団
員
の
士
気
向
上
を
図
る
目

的
で
行
わ
れ
て
い
る
福
島
県
消
防
団

員
意
見
発
表
大
会
(
第
四
回
)
が
、

去
る
一
月
二
十
四
日
、
福
島
市
の
県

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
本
村

か
ら
は
岩
法
寺
分
屈
に
所
属
の
大
竹

初
夫
さ
ん
(
三
O
)
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
指
導
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
大
竹
さ
ん
は
、
「
私
と
消
防
」

の
テ

l
マ
で
、
消
防
と
の
出
会
い
、

仲
間
意
識
や
責
任
あ
る
行
動
、
そ
し

て
相
互
扶
助
活
動
と
し
て
の
大
切
さ

な
ど
、
体
験
を
と
お
し
て
得
た
教
訓

の
思
惑
な
ど
受
け
つ
け
ま
せ
ん
。
仕
込

ま
れ
た
お
芝
居
の
せ
り
ふ
を
忘
れ
て
、

本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
り
も
し
な
い
こ
と
を
言
う
よ
り
、
あ

り
の
ま
ま
を
答
え
る
方
が
、
こ
ど
も
に

と
っ
て
は
、
ず
っ
と
や
さ
し
い
の
で
す
。

と
に
か
く
、
お
母
さ
ん
の
ま
け
。

こ
う
い
う
お
母
さ
ん
だ
か
ら
、
よ
く

正
直
に
言
っ
た
わ
ね
、
と
あ
と
で
こ
ど

も
を
ホ
メ
た
り
は
し
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
あ
れ
だ
け
よ
く
教
え
て
お
い
た
の

に
、
ど
う
し
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
、

と
叱
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
た
ち
は
よ
く
、
お
友
だ
ち

の
悪
い
こ
と
ば
が
う
つ
っ
て
困
る
な
ど

と
こ
ぼ
し
ま
す
が
、
う
そ
を
つ
か
せ
る

々
の
意

を
堂
々
と
発
表
さ
れ
、
見
事
上
位
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

の
は
も
っ
と
も
悪
い
こ
と
の
は
ず
で

す
。
い
く
ら
幼
稚
園
に
よ
く
思
わ
れ

た
い
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
が
子
に
う

そ
つ
き
教
育
を
す
る
な
ん
て
、
な
ん

と
情
け
な
い
親
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ま
で
し
て
入
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
こ
ろ
な
ど
あ
る
わ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
。
幼
い
こ
ど
も
の
心
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。
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前
納
す
る
と

保
険
料
、
が
割
引

て〉
謹直B

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
七
、
一

O
O円
(
定
額
保
険
料
)

に
な
り
ま
す
。
こ
の
保
険
料
は
三
カ

月
分
を
ま
と
め
て
年
四
回
納
め
る
期

限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
「
納
め

た
つ
も
り
が
納
め
て
い
な
か
っ
た
」

な
ど
で
、
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
て
い

111111川

ま
す
と
「
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
」

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
納
期
の
都
度
納

め
る
の
が
面
倒
だ
と
い
う
方
は
、
昭

和
六
十
一
年
度
の
保
険
料
を
四
月
中

に
前
納
し
ま
す
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
有
利
な
保
険
料
前
納
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

住
民
課
年
金
係
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。な
お
、
六
十
二
年
三
月
ま
で
に
六

十
歳
に
な
る
方
も
、
六
十
歳
に
な
る

ま
で
の
全
期
間
に
つ
い
て
前
納
で
き

ま
す
。
〈
前
納
保
険
料
額
〉

マ
定
額
保
険
料
(
一
カ
月
七
、
一

O
O円
)
で
は
、
二
、

O
六
O
円

割
引
さ
れ
て
八
三
、
一
四

O
円
に

な
り
ま
す
。

マ
定
額
十
付
加
保
険
料
(
一
カ
月
七
、

五
O
O円
)
で
は
、
二
、
一
八

O
円

割
引
さ
れ
て
八
七
、
八
二

O
円
に

な
り
ま
す
。

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
ま
し

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
勤

労
者
の
福
祉
向
上
と
一
雇
用
促
進
を

図
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で

す
。
心
身
の
成
長
期
に
あ
る
勤
労

者
が
セ
ン
タ
ー
を
通
ピ
て
、
健
全

な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

情
操
を
吉
田
め
、
勤
労
の
喜
び
を
も

つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。一
昨
年
四
月
開
放
以
来
の
利
用

養
護
教
育
セ
ン
タ
ー

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
心
配
な
か
た

の
相
談
窓
口
と
し
て
、
四
月
…
日
か

ら
養
護
教
育
セ
ン
タ

i
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
専
門
的
立
場
か
ら
、
面
接
、

い
、
総
合
的

村のようす
(61年3月1日現在)

1，541戸(-2 ) 

7.514人 (-6) 

3，715人(十 1) 

3.799人 (-7) 

踏
襲
撃

よ
』
つ

状
況
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

な
わ
、
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
は

毎
週
月
曜
日
と
、
年
末
年
始
の
十

二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
四
日
に

な
っ
て
い
ま
す
。
使
用
上
の
注
意

を
よ
く
守
っ
て
、
村
氏
の
み
な
さ

ん
の
益
々
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。
特
に
村
内
の
中
小
企
業
、

勤
労
者
団
体
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

に
相
談
、
助
言
を
い
た
し
ま
す
。

相
談
の
内
容
を
電
話
か
、
は
が
き

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
は
が
き

で
申
し
込
む
場
合
は
本
人
氏
名
・
生

年
月
日
・
保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
0

0
養
護
教
育
セ
ン
タ
ー
の
住
所

一Tm郡
山
市
富
田
町
上
ノ
台
四
の
一

おくやみ

申し上げます

利用状況 (59年4月......60年9月)

3，1831 7，774 

48114，422 

1，66616，594 

3，445 

3，801 

3，021 

790 

496 

1，907 

114 

136 

138 

密

(
O
二
四
九
)
五
二

i
六
四
九
七

あ
り
、
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

南
須
釜
の
増
子
文
夫
さ
ん
か
ら
二

万

円

(2月届出分)

強

郎

助

夫

行

郎

蔵

前

次
世

重

藤

幹

重

三

安

令・

9

L

年

5

77 

58 

67 

83 

84 

死亡者氏名

須藤七郎治

高原藤三

車問鉄蔵

佐藤重明

飯島虎重

佐久間安徳

地底

小高

"" 
寺

釜

釜

法

須

須

岩

南

北

里，




